
埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
小
学
校
）
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

 
 
 
 

 

       

【
文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し
く
読
む
・
書
く
問
題
】 

１ 

次
の 

 
 

線
部
の
漢
字
に
は
読
み
が
な
を
つ
け
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ベ
ル
６
～
８ 

 

① 

雑
木
林
を
歩
く
。 

 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

  

② 

商
売
を
営
む
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

）
む 

  

③ 

友
達
を
シ
ョ
ウ
タ
イ
す
る
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

  

④ 

数
に
カ
ギ
り
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

）
り 

 
 

 

【
熟
語
の
構
成
を
理
解
す
る
問
題
】 

２ 

次
の
熟
語
の
中
か
ら
、
上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修
飾
し
て
い
る
も
の
を
選
び
、
□
に
番
号
を
書
き

ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
９ 

 
 

１ 

不
安 

 

２ 

登
山 

 

３ 

海
底 

 

４ 

強
弱 

 

【
漢
字
を
正
し
く
読
む
問
題
】 

３ 

次
の 

 
 

の
漢
字
が 

 
 
 

と
同
じ
読
み
方
を
す
る
も
の
を
選
ん
で
、 

 
 

□
に
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
６
～
８ 

  
 

夫
妻 

 

１ 

布
団 

 

２ 

財
産 
 

３ 

再
会 

 

４ 

現
在 

 
 

【
慣
用
句
を
適
切
に
選
ぶ
問
題
】 

４ 

上
と
下
の
言
葉
を
つ
な
い
で
、
慣
用
句
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
６
～
８ 

  

① 

頭
を 

 

・ 
 
 
 
 
 
 
 

・
投
げ
る 

  

② 

さ
じ
を 

・ 
 
 
 
 
 
 
 

・
落
と
す 

  

③ 

え
り
を 

・ 
 
 
 
 
 
 
 

・
正
す 

  

④ 

雷
を 

 

・ 
 
 
 
 
 
 
 

・
ひ
ね
る 

組 

 

 

番号 

 

 

名前 

 

  

復
習
シ
ー
ト 

第
六
学
年 

国
語 

 



【
敬
語
の
種
類
を
正
し
く
理
解
す
る
問
題
】 

５ 
次
の 

 
 

線
部
の
言
葉
を
、
敬
語
に
直
し
て
（ 

 
 

）
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
６
～
８ 

 
 
 

  

【
例
】
田
中
君
の 

お
母
さ
ん
が 

お
か
し
を 

く
れ
る
。 

 

（ 

く
だ
さ
る 

） 

 

 

① 

校
長
先
生
が 
み
ん
な
の 

作
品
を 

見
る
。 

  
  

（ 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

 

② 

地
域
の 

方
が 

学
校
に 
来
る
。  

 
 

 
 
 
 
  

（ 
 
 
 
 
 
 

 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                         
                                         

 

③ 

先
生
が 

職
員
室
に 

い
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
  

（ 
 
 
 
 
 
 

 
 

） 

                                                                                                          
                                                                                       

 

④ 

校
長
先
生
が
「
本
を 

た
く
さ
ん 
読
み
ま
し
ょ
う
。」 

 
 

と 

言
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 

 
 

） 
 

 
  

   

⑤ 

田
中
君
の 

お
母
さ
ん
か
ら 

お
か
し
を 

も
ら
う
。 

（ 
 
 
 
 
 

 
  

） 

 
   

 
 

⑥ 

校
長
先
生
の 

作
品
を 

見
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（ 

 
 
 
 
 
 

 
 

） 

  
 

⑦ 

地
域
の
商
店
に 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に 

行
く
。 

 
 
  

（  
 
 
 
 

 
 
 
 

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                  
                               

 

 
 

⑧ 

地
域
の
方
に 

町
の
歴
史
を 

た
ず
ね
る
。 

 
 
    

（ 
 
 
 
 
 

 
 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

⑨ 

先
生
に 

勉
強
の
し
か
た
を 

聞
く
。 

 
 

 
 
 
  

（ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

） 

 

【
文
の
構
成
を
理
解
す
る
問
題
】 

６ 

次
の
①
～
④
の
文
の
中
か
ら
、
主
語
と
述
語
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
文
を
一
つ
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

レ
ベ
ル
９ 

 
 

 
 

① 

雨
も 

 

ふ
り
だ
し
た
。 

  
 

② 

学
校
へ 

 

行
っ
た
。 

  
 

③ 

本
を 

 

買
っ
た
。 

  
 

④ 

た
く
さ
ん
の 

 

花
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
二
十
八
年
度
埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
） 

   

 



埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
小
学
校
）
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項 

 
 
 
 

 

       

【
文
意
に
即
し
て
漢
字
読
む
・
書
く
】 

１ 

次
の 

 
 
 

線
部
の
漢
字
に
は
読
み
が
な
を
つ
け
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ベ
ル
６
～
８ 

  

① 

雑
木
林
を
歩
く
。 

 
 
 
 
 
 
 

（ 
ぞ
う
き
ば
や
し 

） 

  

② 

商
売
を
営
む
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

（ 

い
と
な 

 
 
 

）
む 

  

③ 

友
達
を
シ
ョ
ウ
タ
イ
す
る
。 

 
 
 

（ 

招 

待 
 
 
 

） 

  

④ 

数
に
カ
ギ
り
が
あ
る
。 

 
 
 
 
 

（ 

限 
 
 
 
 
 

）
り 

 

【
漢
字
の
構
成
を
理
解
す
る
問
題
】 

２ 

次
の
熟
語
の
中
か
ら
、
上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修
飾
し
て
い
る
も
の
を
選
び
、 

 
 
 

 

 
 

□
に
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
９ 

  
 

１ 

不
安 

 

２ 

登
山 

 

３ 

海
底 

 

４ 

強
弱 

 

【
熟
語
の
構
成
を
理
解
す
る
問
題
】 

３ 

次
の 

 
 

の
漢
字
が 

 
 

と
同
じ
読
み
方
を
す
る
も
の
を
選
ん
で
、 

 
 

□
に
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
６
～
８ 

  
 

夫
妻 

 

１ 

布
団 

 

２ 

財
産 

 

３ 

再
会 

 

４ 

現
在 

 
 

 

【
慣
用
句
の
意
味
を
理
解
し
適
切
に
使
う
】 

４ 

上
と
下
の
言
葉
を
つ
な
い
で
、
慣
用
句
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
６
～
８ 

  

① 

頭
を 
 

・ 
 
 
 
 
 
 
 

・
投
げ
る 

 

② 

さ
じ
を 

・ 
 
 
 
 
 
 
 

・
落
と
す 

 

③ 

え
り
を 

・ 
 
 
 
 
 
 
 

・
正
す 

 

④ 

雷
を 

 

・ 
 
 
 
 
 
 
 

・
ひ
ね
る 

組 

 

 

番号 

 

 

名前 

 

３ ３ 

復
習
シ
ー
ト 

第
六
学
年 

国
語 

 

 模範解答 



【
敬
語
の
種
類
を
正
し
く
理
解
す
る
問
題
】 

５ 
次
の 

 
 

線
部
の
言
葉
を
、
敬
語
に
直
し
て
（ 

 
 

）
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
６
～
８ 

 
 
 

  

【
例
】
田
中
君
の 

お
母
さ
ん
が 

お
か
し
を 

く
れ
る
。 

 

（ 

く
だ
さ
る 

） 

 

 

① 

校
長
先
生
が 
み
ん
な
の 

作
品
を 

見
る
。 

  
 

（ 

ご
ら
ん
に
な
る 

 

） 

 

② 

地
域
の 

方
が 

学
校
に 
来
る
。  

 
 

 
 
 
 
 

（ 

い
ら
っ
し
ゃ
る 

 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                         
                                         

 

③ 

先
生
が 

職
員
室
に 

い
る
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

（ 

い
ら
っ
し
ゃ
る 

 

） 

                                                                                                   
                                                                                              

 

④ 

校
長
先
生
が
「
本
を 

た
く
さ
ん 
読
み
ま
し
ょ
う
。」 

 
 

と 

言
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（ 

お
っ
し
ゃ
る 

 
 

） 
 

 
  

   

⑤ 

田
中
君
の 

お
母
さ
ん
か
ら 

お
か
し
を 

も
ら
う
。 

（ 

い
た
だ
く 

 
  

） 

 
   

 
 

⑥ 

校
長
先
生
の 

作
品
を 

見
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
は
い
見
す
る 

 

） 

  
 

⑦ 

地
域
の
商
店
に 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に 

行
く
。 

 
 
 

（  

う
か
が
う 

 
 
 

） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                  
                               

 

 
 

⑧ 

地
域
の
方
に 

町
の
歴
史
を 

た
ず
ね
る
。 

 
 
   

（ 
 

う
か
が
う 

 
 

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

⑨ 

先
生
に 

勉
強
の
し
か
た
を 

聞
く
。 

 
 

 
 
 
 

（ 
 

う
か
が
う 

 
 
 

） 

 

 

【
文
の
構
成
を
理
解
す
る
問
題
】 

６ 

次
の
①
～
④
の
文
の
中
か
ら
、
主
語
と
述
語
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
文
を
一
つ
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

レ
ベ
ル
９ 

 
 

① 

雨
も 

 

ふ
り
だ
し
た
。 

 
 

② 

学
校
へ 

 

行
っ
た
。 

 
 

③ 

本
を 

 

買
っ
た
。 

 
 

④ 

た
く
さ
ん
の 

 

花
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
成
二
十
八
年
度
埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
） 

     

① 



埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
小
学
校
） 

  

 

   

【
熟
語
の
成
り
立
ち
を
理
解
す
る
問
題
】 

１ 
 

二
字
の
漢
字
か
ら
で
き
て
い
る
熟
語
の
成
り
立
ち
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

    

次
の
熟
語
の
読
み
を
横
の
〔 

 

〕
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
下
の
（ 

 

）
の
中
に 

ア
か
ら
エ
の
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
当
て
は
ま
る
か
書
き
ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
５
～
７ 

例
〔 

う 

む 

〕 

 
 
 

有 
 

無 

（ 

イ 

） 

 

〔 
  

 
 
 
 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔 
 
 
 
 
 

〕 

➀  

増 
 
 

減 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 
 

➁ 

投 
 
 

球 
 

（ 
 
 
 
 

） 

  

〔 
  

 
 
 
 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔 
 
 
 
 
 

〕 

➂  

暴 
 
 

風 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 
 

➃ 

救 
 
 

助 
 

（ 
 
 
 
 

） 

  

〔 
  

 
 
 
 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔 
 
 
 
 
 

〕 

⑤  

海 
 
 

岸 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑥ 

早 
 
 

速 
 

（ 
 
 
 
 

） 

  

〔 
  

 
 
 
 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔 
 
 
 
 
 

〕 

⑦  

長 
 
 

針 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑧ 

善 
 
 

悪 
 

（ 
 
 
 
 

） 

 
 

〔 
  

 
 
 
 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔 
 
 
 
 
 

〕 

⑨  

明 
 
 

確 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑩ 

着 
 
 

陸 
 

（ 
 
 
 
 

） 

  

〔 
  

 
 
 
 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔 
 
 
 
 
 

〕 

⑪  

結 
 
 

末 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑫ 

共 
 
 

演 
 

（ 
 
 
 
 

） 

  

〔 
  

 
 
 
 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔 
 
 
 
 
 

〕 

⑬  

美 
 
 

声 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑭ 

売 
 
 

買 
 

（ 
 
 
 
 

） 

  

〔 
  

 
 
 
 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔 
 
 
 
 
 

〕 

⑮  

観 
 
 

劇 

（ 
 
 
 

） 
 
 
 
 

⑯ 

読 
 
 

書 
 

（ 
 
 
 
 

） 

復
習
シ
ー
ト 

第
六
学
年 

国
語 

 

ア 

似
た
意
味
の
漢
字
の
組
み
合
わ
せ 
（ 
河
川 

・ 

岩
石 

） 

 

イ 

意
味
が
対
に
な
る
漢
字
の
組
み
合
わ
せ 
（ 
上
下 

・ 

男
女 

） 

 

ウ 

上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修
飾
す
る
関
係
に
あ
る
組
み
合
わ
せ
（ 

強
風 

・ 

最
小 

） 

 

エ 

「
～
を
」「
～
に
」
に
当
た
る
意
味
の
漢
字
が
下
に
来
る
組
み
合
わ
せ
（ 

貯
金 

・ 

着
水 

） 

組 

番

号 

名

前 



 
【
適
切
な
敬
語
を
用
い
て
文
を
直
す
問
題
】 

２ 
次
の
文
中
の  

 
 

線
部
の
言
葉
を
、
敬
語
に
直
し
て
□
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
６
・
７ 

  

（
１
）
校
長
先
生
は
、
も
う
帰
っ
た
。 

  

（
２
）
親
せ
き
の
お
ば
さ
ん
が
、
家
に
来
る
。 

  

（
３
）
と
な
り
の
鈴
木
さ
ん
に
、
お
か
し
を
も
ら
っ
た
。 

  

（
４
）
先
生
の
お
宅
に
行
く
。 

   

３ 

次
は
、
山
田
さ
ん
が
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
に
出
す
、
お
礼
の
手
紙
の
下
書
き
の
一
部
で
す
。

清
書
を
す
る
と
き
、
こ
の
下
書
き
の
ど
の
言
葉
を
、
ど
の
よ
う
に
直
せ
ば
よ
い
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ベ
ル
８
・
９ 

【
山
田
さ
ん
の
下
書
き
の
一
部
】 

        

１ 
 
 

部
ア
は
、
大
げ
さ
な
言
葉
づ
か
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
。 

 

２ 
 
 

部
イ
は
、
て
い
ね
い
な
表
現
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、「
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
。 

 

３ 
 
 

部
ウ
は
、
相
手
に
対
し
て
失
礼
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
で
、「
あ
り
ま
す
」
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
。 

 

４ 
 
 

部
エ
は
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
言
い
切
っ
て
い
な
い
の
で
、「
分
か
っ
た
」
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

平
成
二
十
三
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
国
語
Ａ
） 

 

    

 

先
日
は
、
花
の
な
え
の
植
え
か
え
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
本
当

に
あ ア

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
て
も 

勉 イ

強
に
な
っ
た
。
植
え
か
え
た
あ
と
の
水
や
り
の
仕

方
な
ど
に
気
を
付
け
な
い
と
、
根
が
し
っ
か
り
は
ら
な
い
こ
と
が 

あ ウ

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て 

よ
く
分 エ

か
り
ま
し
た
。 

 
 
 

～
（
下
書
き
が
続
く
）
～ 

答え 

  



 
埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
小
学
校
） 

 

【
熟
語
の
成
り
立
ち
を
理
解
す
る
問
題
】 

     

１ 
 

二
字
の
漢
字
か
ら
で
き
て
い
る
熟
語
の
成
り
立
ち
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

    

次
の
熟
語
の
読
み
を
横
の
〔 

 

〕
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
下
の
（ 

 

）
の
中
に 

ア
か
ら
エ
の
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
当
て
は
ま
る
か
書
き
ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
５
～
７ 

例
〔 

う 

む 

〕 

 
 
 

有 
 

無 

（ 

イ 

） 

 

〔
ぞ
う
げ
ん 

 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
と
う
き
ゅ
う 
〕 

➀  

増 
 
 

減 

（ 

イ 
 

） 
 
 
 
 

➁ 

投 
 
 

球 
 

（ 

エ 
 
 

） 

  

〔
ぼ
う
ふ
う 

 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
き
ゅ
う
じ
ょ 

〕 

➂  

暴 
 
 

風 

（ 

ウ 
 

） 
 
 
 
 

➃ 

救 
 
 

助 
 

（ 

ア 
 
 

） 

  

〔
か
い
が
ん 

 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
さ
っ
そ
く 

 

〕 

⑤  

海 
 
 

岸 

（ 

ウ 
 

） 
 
 
 
 

⑥ 

早 
 
 

速 
 

（ 

ア 
 
 

） 

  

〔
ち
ょ
う
し
ん 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
ぜ
ん
あ
く 

 

〕 

⑦  

長 
 
 

針 

（ 

ウ 
 

） 
 
 
 
 

⑧ 

善 
 
 

悪 
 

（ 

イ 
 
 

） 

 
 

〔
め
い
か
く 

 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
ち
ゃ
く
り
く 

〕 

⑨  

明 
 
 

確 

（ 

ア 
 

） 
 
 
 
 

⑩ 

着 
 
 

陸 
 

（ 

エ 
 
 

） 

  

〔
け
つ
ま
つ 

 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
き
ょ
う
え
ん 

〕 

⑪  

結 
 
 

末 

（ 

ア 
 

） 
 
 
 
 

⑫ 

共 
 
 

演 
 

（ 

ウ 
 
 

） 

  

〔
び
せ
い 
 
 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
ば
い
ば
い 

 

〕 

⑬  

美 
 
 

声 

（ 

ウ 
 

） 
 
 
 
 

⑭ 

売 
 
 

買 
 

（ 

イ 
 
 

） 

  

〔
か
ん
げ
き 

 

〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
ど
く
し
ょ 

 

〕 

⑮  

観 
 
 

劇 

（ 

エ 
 

） 
 
 
 
 

⑯ 

読 
 
 

書 
 

（ 

エ 
 
 

） 

復
習
シ
ー
ト 

第
六
学
年  

国
語 

 

ア 

似
た
意
味
の
漢
字
の
組
み
合
わ
せ 
（ 
河
川 

・ 

岩
石 

） 

 

イ 

意
味
が
対
に
な
る
漢
字
の
組
み
合
わ
せ 
（ 
上
下 

・ 

男
女 

） 

 

ウ 

上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修
飾
す
る
関
係
に
あ
る
組
み
合
わ
せ
（ 

強
風 

・ 

最
小 

） 

 

エ 

「
～
を
」「
～
に
」
に
当
た
る
意
味
の
漢
字
が
下
に
来
る
組
み
合
わ
せ
（ 

貯
金 

・ 

着
水 

） 

組 

番

号 

名

前 

 

模
範
解
答 



 
【
適
切
な
敬
語
を
用
い
て
文
を
直
す
問
題
】 

２ 
次
の
文
中
の  

 
 

線
部
の
言
葉
を
、
敬
語
に
直
し
て
□
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
レ
ベ
ル
６
・
７ 

  

（
１
）
校
長
先
生
は
、
も
う
帰
っ
た
。 

  

（
２
）
親
せ
き
の
お
ば
さ
ん
が
、
家
に
来
る
。 

  

（
３
）
と
な
り
の
鈴
木
さ
ん
に
、
お
か
し
を
も
ら
っ
た
。 

  

（
４
）
先
生
の
お
宅
に
行
く
。 

   

３ 

次
は
、
山
田
さ
ん
が
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
に
出
す
、
お
礼
の
手
紙
の
下
書
き
の
一
部
で
す
。

清
書
を
す
る
と
き
、
こ
の
下
書
き
の
ど
の
言
葉
を
、
ど
の
よ
う
に
直
せ
ば
よ
い
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ベ
ル
８
・
９ 

【
山
田
さ
ん
の
下
書
き
の
一
部
】 

        

１ 
 
 

部
ア
は
、
大
げ
さ
な
言
葉
づ
か
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
。 

 

２ 
 
 

部
イ
は
、
て
い
ね
い
な
表
現
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、「
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
。 

 

３ 
 
 

部
ウ
は
、
相
手
に
対
し
て
失
礼
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
で
、「
あ
り
ま
す
」
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
。 

 

４ 
 
 

部
エ
は
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
言
い
切
っ
て
い
な
い
の
で
、
「
分
か
っ
た
」
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
。 

  

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

平
成
二
十
三
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
国
語
Ａ
） 

う
か
が
う 

等 

い
た
だ
い
た 

等 

い
ら
っ
し
ゃ
る 

等 

帰
ら
れ
た 

等 

答え 

 イ 

 

先
日
は
、
花
の
な
え
の
植
え
か
え
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
本
当

に
あ ア

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
て
も 

勉 イ

強
に
な
っ
た
。
植
え
か
え
た
あ
と
の
水
や
り
の
仕

方
な
ど
に
気
を
付
け
な
い
と
、
根
が
し
っ
か
り
は
ら
な
い
こ
と
が 

あ ウ

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て 

よ
く
分 エ

か
り
ま
し
た
。 

 
 

～
（
下
書
き
が
続
く
）
～ 
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